
今
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
、
職
員
の

勤
務
時
間
や
休
暇
、
給
与
に
関
し
て
２

件
の
条
例
改
正
案
の
提
案
が
あ
り
、
総

務
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
、
審
査
さ

れ
た
。
最
終
日
19
日
の
本
会
議
で
は
、

い
ず
れ
も
委
員
長
報
告
ど
お
り
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

▽
三
鷹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
の
改
正
に

よ
り
、
仕
事
と
子
育
て
等
の
両
立
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
が
創
設
さ

れ
た
。
三
鷹
市
で
も
、
そ
の
趣
旨
を
尊

重
し
、
同
様
の
制
度
を
創
設
す
る
た
め

に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
１
点
目
に
、
小
学
校
就
学

前
の
子
の
育
児
ま
た
は
日
常
生
活
に
支

障
の
あ
る
親
族
の
介
護
を
行
う
職
員
の

深
夜
勤
務
及
び
時
間
外
勤
務
を
制
限
す

る
も
の
で
あ
る
。
２
点
目
は
、
小
学
校

就
学
前
の
子
の
看
護
の
た
め
の
「
子
ど

も
の
看
護
休
暇
」（
年
度
内
５
日
間
が

限
度
）
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

▽
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
15
年
度
の
公
務
員
給
与
に
つ
い

て
、
人
事
院
と
東
京
都
人
事
委
員
会
は

期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率
０
・
25
カ

月
の
引
下
げ
と
と
も
に
、
月
例
給
与
を

引
き
下
げ
る
勧
告
を
行
っ
た
。
三
鷹
市

で
も
、
そ
の
勧
告
を
尊
重
し
、
改
定
を

繰
入
金
１
億
２
千
581
万
３
千
円
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
１

億
６
千
731
万
８
千
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
。
ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
を
３

億
６
千
140
万
２
千
円
増
額
す
る
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
、
三
鷹
市

土
地
開
発
公
社
が
平
成
15
年
度
に
国
等

か
ら
融
資
を
受
け
る
、
道
路
開
発
資
金

（
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
お
け
る
生

活
再
建
救
済
制
度
に
係
る
資
金
）
に
係

る
債
務
保
証
で
あ
る
。

再
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
11
億
８
千
322
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
26
億
３
千
181
万
３
千
円
と
す
る

と
と
も
に
、
地
方
債
の
補
正
を
行
う
。

老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
３
億
３
千
779
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
130
億
４
千
642
万
３
千
円
と
す
る
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
３
億
791
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
69
億
３
千
305
万
４
千
円
と
す
る
。

今
定
例
会
最
終
日
の
19
日
、
市
長
か

ら
追
加
議
案
と
し
て
「
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
」
と
す
る
人

事
議
案
３
件
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て

満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
た
。

合
谷
　
基
子
氏
（
再
任
）

山
本
　
正
和
氏
（
再
任
）

星
野
　
和
子
氏
（
新
任
）

今
定
例
会
初
日
の
12
月
１
日
に
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
「
三
鷹
市
議
会
議

員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
提

案
が
あ
り
、満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

内
容
は
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
年
間
支
給
率
を
４
・
65
カ
月

か
ら
０
・
25
カ
月
引
き
下
げ
、
4.4
カ
月

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

▽
平
成
15
年
度
三
鷹
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
（
11
月

◇
総
務
委
員
会

視
察
日

15
年
10
月
21
日
〜
23
日

視
察
先

下
関
市
、
松
阪
市
、
静
岡
市

視
察
事
項

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
、
入

札
改
革
、
防
災
対
策

◇
文
教
委
員
会

視
察
日

15
年
10
月
14
日
〜
16
日

視
察
先

亀
岡
市
、
貝
塚
市
、
岐
阜
市

視
察
事
項

生
涯
学
習
施
設
、
教
科
担

任
制
、
バ
リ
ア
フ
リ
U
に
配
慮
し
た
小

学
校
な
ど

◇
厚
生
委
員
会

視
察
日

15
年
10
月
14
日
〜
16
日

視
察
先

桜
井
市
、
豊
川
市
、
藤
枝
市

視
察
事
項

ご
み
処
理
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
U
、
介
護
サ
U
ビ
ス
評
価
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
な
ど

◇
建
設
委
員
会

視
察
日

15
年
10
月
21
日
〜
23
日

視
察
先

彦
根
市
、
豊
中
市
、
大
垣
市

視
察
事
項

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
、交
通
バ
リ
ア
フ
リ
U
基
本
構
想
、

緑
の
基
本
計
画

９
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
に
係
る
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
市
長
が
専
決
処
分

し
た
も
の
。
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
千
930
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
546
億
９
千
283
万
５
千
円
と

す
る
）

▽
市
道
の
路
線
の
認
定
（
１
路
線
を
認

定
）

▽
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
（
期

末
手
当
の
支
給
率
を
年
間
4.4
カ
月
に
引

下
げ
）

今
定
例
会
に
、
市
長
か
ら
平
成
15
年

度
の
４
会
計
補
正
予
算
の
提
案
が
あ

り
、
総
務
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
が

行
わ
れ
た
。
19
日
の
本
会
議
で
は
、
一

般
会
計
及
び
再
開
発
事
業
特
別
会
計
の

各
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
、

他
の
２
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
６
億
５
千
579
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
553
億
４
千
862
万
６
千
円
と
す
る

と
と
も
に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
。

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
財
政
調
整
基

金
に
１
億
１
千
807
万
７
千
円
、
民
生
費

で
高
齢
化
社
会
対
策
基
金
に
２
億
９
千

313
万
１
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
元
金
積
立
て

を
行
う
。
ま
た
、
土
木
費
で
違
反
広
告

物
撤
去
活
動
等
事
業
費
と
し
て
125
万
８

千
円
を
計
上
す
る
。
さ
ら
に
、
公
債
費

で
、
高
金
利
債
の
繰
上
償
還
の
た
め
、

償
還
元
金
を
１
億
７
千
491
万
４
千
円
増

額
す
る
。

歳
入
で
は
、
都
支
出
金
で
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
補
助
金
125
万
８
千
円
、

繰
入
金
で
老
人
医
療
特
別
会
計
か
ら
の

行
う
も
の
で
あ
る
。

Ø
　
東
京
都
に
準
じ
た
給
与
改
定

第
１
に
、
給
料
表
を
改
定
し
、
全
職

員
平
均
３
千
82
円
、
0.8
％
の
引
下
げ
を

行
う
。
第
２
に
、
配
偶
者
等
に
係
る
扶

養
手
当
に
つ
い
て
、
現
行
月
額
１
万
７

千
100
円
を
500
円
引
き
下
げ
、
１
万
６
千

600
円
と
す
る
。
第
３
に
、
期
末
・
勤
勉

手
当
の
年
間
支
給
率
を
現
行
４
・
65
カ

月
か
ら
4.4
カ
月
に
引
き
下
げ
る
。

∞
　
本
市
独
自
の
取
組
み
に
よ
る
改
定

第
１
に
、
住
居
手
当
の
見
直
し
で
あ

る
。
世
帯
主
で
あ
っ
て
借
家
等
以
外
に

居
住
す
る
職
員
へ
の
支
給
月
額
に
つ
い

て
、
現
行
１
万
４
千
400
円
を
４
千
300
円

引
き
下
げ
、
１
万
100
円
と
す
る
。
ま
た

世
帯
主
以
外
の
職
員
に
対
し
て
は
支
給

を
廃
止
す
る
。
第
２
に
、
通
勤
手
当
の

支
給
方
法
の
見
直
し
で
あ
る
。
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

６
カ
月
定
期
券
等
の
価
額
に
よ
る
一
括

支
給
に
改
め
る
。
ま
た
、
自
転
車
、
自

動
車
等
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
行
う
。
最
後
に
、
こ
う
し
た

給
与
制
度
の
見
直
し
を
し
た
う
え
で
、

調
整
手
当
に
つ
い
て
現
行
10
％
の
支
給

率
を
段
階
的
に
12
％
に
引
き
上
げ
る
。

平
成
14
年
度
各
会
計
の
決
算
議
案
に

つ
い
て
は
、
15
年
９
月
の
第
３
回
定
例

会
で
市
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
市
議
会

で
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。
委
員
会
は
、
11
月
11
日
か
ら
延
べ

７
日
間
に
わ
た
っ
て
集
中
的
に
審
査
を

行
っ
た
。
第
４
回
定
例
会
で
は
、
12
月

３
日
の
本
会
議
で
委
員
会
審
査
報
告
の

後
、
各
議
案
は
委
員
長
の
報
告
ど
お
り

す
べ
て
原
案
認
定
と
な
っ
た
。

委
員
長
報
告
で
は
次
の
と
お
り
述
べ

ら
れ
た
。
三
鷹
市
は
、
安
田
前
市
長
の

も
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行

財
政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
、
国
・
都

補
助
金
の
獲
得
、
あ
る
い
は
国
の
直
接

投
資
の
誘
導
な
ど
、
事
業
実
施
手
法
の

工
夫
に
よ
っ
て
実
質
的
な
事
業
財
源
の

確
保
に
努
め
た
。
こ
う
し
て
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
配
分
を
行
い
つ
つ
、
第

３
次
基
本
計
画
に
基
づ
く
４
つ
の
最
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
「
高
環

境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
推
進

さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
一
方
、

こ
れ
か
ら
の
分
権
・
自
治
の
時
代
に
お

け
る
自
治
体
の
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
国
庫
支
出
金
・
地
方
交
付
税
制
度

の
見
直
し
を
含
め
た
税
財
源
の
移
譲
と

そ
の
再
配
分
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も

多
い
。
清
原
新
市
長
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
取
組
み
を
発
展
・
継
承

さ
せ
る
と
と
も
に
、
総
合
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
自
治
体
経
営
白
書
を

初
め
と
し
た
市
民
へ
の
説
明
責
任
の
徹

底
な
ど
を
通
じ
、
効
率
的
で
開
か
れ
た

21
世
紀
型
自
治
体
の
実
現
を
目
指
す
市

政
運
営
を
強
く
求
め
る
も
の
と
し
た
。

委
員
会
は
、
さ
ら
に
７
項
目
の
意
見

を
付
し
、
十
分
配
慮
の
う
え
、
今
後
の

市
政
運
営
に
あ
た
る
よ
う
強
く
望
む
も

の
と
し
た
。
（
付
帯
意
見
は
４
面
に
掲

載
）

三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
15
年
第
４
回
定
例
会
を
12
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
初
日
、
２
日
目
と
18
人
の
議
員
に
よ
る

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
あ
り
、
議
案
21
件
、
意
見
書
８
件
を
可
決
、
請
願
１
件
を

採
択
し
、
会
期
を
終
え
た
。

本
定
例
会
で
は
、市
長
か
ら
、市
職
員
の
給
与
や
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
等
の
改
定
に

係
る
条
例
改
正
案
な
ど
12
件
の
議
案
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
閉
会
後
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
14
年
度
各
会
計
決

算
議
案
８
件
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た
。

第２４３号 平成１６年２月１日
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三鷹市政の飛躍に向けて頑張ります

議員みずから受講した上級救命講習（１月13日）

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
多

大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
わ
が
国
の
内
外
と
も
に
厳

し
い
社
会
状
況
に
あ
っ
て
、
４
月
の

統
一
地
方
選
挙
の
結
果
、
三
鷹
市
で

は
安
田
前
市
長
か
ら
清
原
市
長
に
新

た
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
信
任
を
い

た
だ
き
、
新
し
く
28
人
の
議
員
に
よ

っ
て
第
15
期
三
鷹
市
議
会
が
構
成
さ

れ
ま
し
た
。
２
年
目
と
な
る
今
年
は

文
章
に
例
え
る
と
「
起
承
転
結
」
の

「
承
」
に
あ
た
り
ま
す
。
大
き
な
飛

躍
を
前
に
し
て
、
個
々
の
議
員
に
お

い
て
も
さ
ら
に
研
さ
ん
の
求
め
ら
れ

る
１
年
と
受
け
止
め
、
ま
ず
は
、
上

級
救
命
技
能
資
格
の
取
得
か
ら
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

私
ど
も
市
議
会
は
、
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
議
会
を
目
指
し
、
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
政
策
形
成
能
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
鷹
市
の
発
展
に
向
け
て

三

鷹

市

議

会

三
鷹
国
際
交
流
協
会
評
議
員

緒
方
　
一
郎
　
　
後
藤
　
貴
光

白
鳥
　
孝
　
　
　
中
村
　
洋

人
　
　
　
　
事

職
員
の
給
与
条
例
等
の
一
部
改
正

４
会
計
補
正
予
算
を
可
決

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

報
酬
、期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
条
例
を
改
正

そ
の
他
の
可
決
議
案

〈
常
任
委
員
会
視
察
報
告
〉

平
　
成

15
年
度
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